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じかしながら‘今BなおE霊界の重きさi豆、級建立争Ofa憶をはらゐ、

ままに愛媛iこたえない。
ねが5喜怒号襲ーの後1I~富として、後兵器ø~ろしさと、被爆を警のぎ
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庖
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水
に
親
し

む
拠
点
に

手
賞
沼
大
橋
の
手
前
か
ら
沼
ぞ
い
記
鳥
mw薄
物
欝
説
法
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
だ
親
水
{
凶
器
が
、

6
舟
沼
田
の
県
民
の
日
は
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
の
混
設
話
、
気
軽
立
水
巴
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、

水
質
の
保
全
や
浄
犯
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
平
葉
県
ガ
平
成
元
年
行
用
か
ら
建
設
に
着

手
し
て
い
だ
も
の
。
広
場
に
は
、
水
と
援
し
親
し
め
る
塞
外
語
設
と
{
凶
器
の
叡
と
な
る
展
示
集
会
施

殺
水
の
鴎
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
場
は
無
斜
。
ご
家
族
で
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

総
設
の
水
の
銭
が
艶
恕
さ
れ
て
い

の
般
仙
川

一
ブ
ン
ス
広
場
、
ミ

よ
じ
ゃ
ぷ
油
、
水
の
広
場
な
ど
の

水
に
直
械
触
れ
、
親
し
め
る
施
設

と
、
休
息
の
場
や
イ
ベ
ン
ト
、
学
習

会
の
場
所
と
な
る
青
空
広
場
、
ふ

れ
あ
い
広
場
、
そ
し
て
麗
一
部
集
会

我議子市役所企髄財政部広報広聴課
干270-11務様子筋書草滋子 1858 官 0471(85)1111

手資j召を5000分の lに縮

小したミニ手賀沼。小学生

を対象として里子外観察スク

ールなども予定。

織の?等毒事霊童• 
き
込
み
、
水
生
地
物
を
植
え
、
九
四
…
を

放
流
す
る
な
ど
野
外
観
療
の
場
と

し
て
利
用
。
じ
ゃ
ぷ
じ
ゃ
ぷ
鳩
に

自
然
的
流
水
会
椀
倣
し
た
せ

展
望
塔
か
ら
は

手
翼
沼
を
一
望

ー
締
は
、
手
焚
認
め
叫
脱
出
九
、
錯

、
生
息
す
る
動
機
物
、
ぬ
伊
犯
の
必

要
性
や
対
策
会
最
新
の
ビ
デ
オ
続

像
装
設
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
パ
ネ
ル

な
ど
で
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

ま
す
。2

階
に
辻
、
手
交
沼
や
水
、
郷
土

に
関
す
る
炎
料
や
留
需
を
鎖
、
ぇ
、

自
治
に
開
制
球
で
き
る
資
料
計
、
食

器
療
を
山
開
い
た
り
公
募
し
た
作
品

投
孫
子
の
拐
哀
を
彰
る
あ
や
め
ま
つ
り
が

今
年
も
間
開
催
点
、
れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
闘
の

6

月
日
日
に
は
、
ザ
ヂ
賀
沼
公
開
制
か
ら
水
生
捕
物

間
企
官
会
場
に
色
々
な
嬢
し
が
予
定
h
A
H

れ
て
い

ま
す
。
ご
家
殺
で
あ
出
か
け
く
だ
さ
い
。

.，刊
九

噛‘'
m ゆ 4ヘ
ιa拡.、，一
¥世捗 るよ~ 

丸
1巴

期間:6月9日(昌)，-....，23日(日〉

イベント:16日(8・甫天23日)

午前10時~午後 4時

(会場は、上の地図を参照)

を
展
示
す
る
特
別
嵐
抗
議
が
あ
り

ま
す
。
オ
ー
ブ
ン
時
か
ら
は
、
「
予

如
氏
招
の
将
来
像
」
を
テ
マ
に
、
沼

田
周
辺
の
小
・
中
学
生
か
ら
公
募
し

た
1
5
0
0
点
の
絵
回
め
小
か
ら

優
秀
作
品
加
点
を
こ
の
民
一
郡
山
で

展
治
し
て
い
き
ま
す
ω

3
附
は
、
間
席
(
川

府
)
の
ブ
ラ
ネ
グ
リ
ウ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

。
人
収
科
の
併
時
計
が
あ

が一
泊
の
現
状
や
水
質
浄
化

イ
ベ
ン
ト
日
刊
日
(
自
〉

舞
臨

カ
ラ
オ
ケ
大
会
(
子
穴
山
間
公
側
、

水
生
柄
物
凶
)
・
:
参
加
記
念
日
山
布

、ミ一一

S
し
広
場
(
子
山
火
器
公
開
州

あ
ゆ
み
の
郷
鉄
道
)
・
:
我
張
子
駅

に
よ
る
出
居
、
我
孫
子
訳
長
に
よ

る
一
日
駅
長

戟
菰
子
吹
饗
楽
関
演
饗
会
(
チ

賀
沼
公
関
・
水
生
総
…
物
山
間
)

あ
び
ニ
ふ
る
さ
と
会
に
よ
る

「
大
和
ば
や
し
」
(
チ
削
除
部
公
開
問
)

無
料
包

γ研
ダ
汲
が
緯
柑
錦
織
談

H替にあるブラ.ネタリウム。

客席50fr努(露支をまえ)令燐え弘王手

EH立2毘程度、体EH手品砲のよ

咲を予定。

の
必
盤
強
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
学

留
で
き
る
鴻
設
で
す
。

V
場
所
高
野
山
川
新
開

地
(
地
関
参
照
)

V
関
鑑
縛
問
問
午
前
9
時
か
ら
午

後
4
肉
付
お
分

W

写
体
鍛
お
魚
崎
口
川
(
休
日
の
場

、
立
月
お
日
か
ら
1
川

で
ハ
サ
ミ
等
は
不
可

ス
タ
ン
プ
・
ラ
リ
I
(千
代
前
公

協
か
ら
水
生
純
物
倒
)

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
(
水
金
制
物

以
〉
:
モ
デ
ル
を
紛
い
て
の
尉
協

会
、
参
加
自
治

子
供
広
場
{
伐
誠
子
治
γ
災
れ
ぬ

協
γ
:魚
の
つ
か
み
ご
り
、
-
人
l

oom円
、
飲
み
物
サ
ー
ビ
ス
有

野
だ
て
(
手
交
活
公
同
州
)
:
・
お
茶

話
で
一
媛
、
無
料

フ
ィ
ナ
i
レ
お
芭
(
日
・
一
間
天
中
ヰ
)

花
菖
薄
切
花
無
料
配
布
(
水
生

獲
物
罷
)

2
・
先
着
1
万
本
。

V
間
同
い
会
わ
せ
あ
や
め
ま
つ
り

こ
の
広
報
紙
拡
再
生
紙
老
穫
期
し
て
い
ま
す

会す及女子ゑ色用機イ史

3
門口

V
入
護
料
縦
一
料

V
交
通

J
nれ桟
w郁
子
駅
出
け
か

ら
市
役
所
続
出
パ
ス
で
市
役
所
リ
川

下
一
弟
、
徒
歩
3
分

親
水
広
場
の
核
と
な
る
水
の
館

V
問
問
い
合
わ
せ
弘
水
奴
山
川
公
ぷ
…
駒

は
、
延
べ
床
回
初
2
3
5
4
・
1
平

A

l
階
ホ

l
ル
。
ピ
デ
オ
滋
沼
市
羽
合
0
4
7
2
(
竹山
)
3
け
の
世
/
一
ぺ
勾

方

灯

、

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

り

や

パ

ネ

ル

で

手

自

民

沼

を

い

8

{

お
g
以
終
は
水
め
鉛
埼
(
制
)

地
上
3
階

一

部

品

菱

重

ろ

い

ろ

な

角

度

j
i
l
l
v

本の3ι 基会公
、"，え;:下
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-特例給付)

(Cfl. 

[児護手当

続

人
権

見
議
苧
当
・
特
例
一
給
首
受
給
替
は
「
児
童
手
当
現
況
盤
、
特

倒
的
結
惜
現
別
部
L
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
窟
H
U
に
よ
り

受
給
者
の
所
得
の
状
器
、
児
童
の
饗
膏
状
況
を
健
か
め

6
舟

分
か
ら
の
手
議
の
紫
紺
桂
決
定
し
ま
す
。
も
し
、
手
腕
き
を
し

な
か
っ
詑
場
合
巳
は
、
市
況
結
構
搭
ガ
あ
っ
て
も

6
問
分
か
ら

の
字
詰
ガ
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
℃
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

芝
、
新
ん
は
は
児
撃
手
当
、
特
例
給
付
稜
盟
給
さ
れ
る
方
は
申
摘

し
て
く
だ
さ
い
。

H
児
頭
部
湾
諜
毘
霊
家
庭
係

H

現
況
屈
の
提
出
は
忘
れ
す
に

6
月
1
8
(
土
)
か

φ
V
受
付
期
間

ら
四
日
(
土
)

※
第
2
・
4
之
刊
明
日
は
除
く

V
受
付
場
所
児
就
保
育
鍛
死
滅

氷
山
地
係

な
お
、
会
支
所
で
も
次
め
と
お

り
受
け
付
け
し
ま
す
。

*
つ
く
し
野
支
所

6
月
日
門
口

(
火
)
午
後
1
時
加
分
か
ら
4
時

本
滋
北
台
支
所

6
同
月
四
門
口
{
水
)

午
前
Q
d
時
か
ら
午
後
4
持

牢
湖
北
支
所

6
月
日
日
(
木
)
午

前
9
時
か
ら
正
午

申
一
布
佐
支
一
敗

6
河
口
日
(
木
)
午

後
1
持
部
分
か
ら
4
時

V
持
参
す
る
も
の

φ
被
悶
刑
務
年

金
(
悶
同
年
金
以
外
の
公
的
年
金
、

に
加
入
し
て
い
る

方
は
事
総
主
に
よ
る
年
金
の
加
入

お
わ
び
と
訂
正

前
号
4
面
、
扇
動
議
税
の

納
税
は
忘
れ
ず
に
の
記
事
中
、

柏
除
税
事
務
所
の
電
話
番
号

「(ザ
)
1
2
8
1」
は
、
「
(
訂
)

1
2
3
1い
め
撚
り
で
す
。
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

φ
平
成
3
年
1
月
2
日
以
肌
仰
は

市
内
に
転
入
し
た
方
は
、
前
住
所

地
の
役
所
か
ら
取
り
得
せ
た
平
成

3
年
度
児
或
手
当
用
所
得
控
明
番

新
た
に
申
請
さ
れ
る
方
へ

V
安
給
資
搭
:
会
入
院
以
降
の
兇

成

mw義
務
教
育
就
学
的
め
兇
設

を
含
む
川
崎
歳
未
満
の
児
監
を
2
人

以
上
部
柑
附
し
て
い
る
方
(
義
務
教

育
就
学
前
め
見
濯
が
該
当
で
年
齢

は
4
月
1
8
現
議
〉

争
市
に
仲
田
民
登
鍬
(
外
閣
人
も

委
員
の
日

6
月
1
日
は
人
戦
線
必
袋
民
法

が
地
行
さ
れ
た
自
で
す
。
会
開
人

権
概
錨
礎
知
民
連
合
会
で
は
、

6
阿
川

1
日
会
「
人
犠
擁
謎
委
員
め
臼
」
と

定
め
、
こ
の
臼
を
中
心
と
し
て
皆

さ
ん
と
と
も
に
…
離
の
人
権
思
想

の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
て
い
ま
す
。

人
権
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
等

し
く
幸
せ
な
生
活
を
営
む
た
め
の

総
本
的
な
権
利
で
す
。

人
織
機
鑓
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

第806さき

〈∞∞
)
2
3
5
1

(認

)
O
S
6
2

詑

)
4
4
1
1

{制

)
2
3
2
5

人
織
が
鐙
さ
れ
な
い
よ
う
に
監
視

し
た
り
、
人
権
が
環
さ
札
た
人
が

い
た
場
合
に
は
相
談
抑
制
手
に
な
っ

て
救
憐
に
努
め
て
く
れ
ま
す
。
.

市
に
は
総
務
大
陸
が
委
嘱
し
た

5
名
の
人
権
擁
概
楼
員
が
い
ま

す
。
棺
離
は
毎
月
初
白
前
後
に
市

役
所
市
民
相
続
議
で
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
自
宅
担
相
談
も
受
け
て
い
ま

す
の
で
h

拘
禁
較
に
ど
う
ぞ
。

な
お
、
粉
糠
は
無
料
で
秘
密
は

密
く
守
ら
れ
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
広
報
広
糠
課
市

民
相
談
係

受
給
で
き
ま
す
)
し
、
か
つ
所
得
税

制
肌
未
満
の
方
(
喪
1
・
2
参
照
)

V
手
当
月
額

φ
会
人
間
口
め
手
当
・

:
2
5
0
0
内

争
3
人
間
回
以
降
め
手
当
・
・
・
5
0
0

0
m門

V
支
給
開
始
丹
市
中
濃
手
続
き
の

月
の
翌
月
分
か
ら
争
激
を
支
給

V
申
鵠
間
一
手
続
次
の
も
の
を
用
意

し
、
兇
繁
一
様
育
課
へ
中
諮
し
て
く

だ
M

ぞ
い
。

①
印
僻

φ
受
給
者
名
義
の
市

内
の
金
融
機
関
め
ロ
控
訴
号
(
郵

県民悶日記議行事

龍
渇
を
体
怖
く

)
φ
佳
給
者
が
閤

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
、
年
金
の
記
号
・
番
号
。
被
用
者

年
金
(
原
生
年
金
等
留
民
年
金
以

外
の
公
的
年
金
)
に
・
加
入
し
て
い

る
場
合
は
、
事
情
借
主
に
よ
る
年
金

加
入
悲
鳴
諮
ゆ
平
成
3
年
1
丹

念
包
以
降
に
市
内
に
転
入
じ
た
+
々

は
前
住
所
地
の
役
所
か
ら
平
成
3

年
鹿
児
童
手
当
用
所
得
統
明
撚
。

な
お
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ

取
殺
し
て
く
だ
さ
い
。

特
例
給
付
は
、
所
得
制
践
に
よ

骨
量
母
⑭
泡
羽
Q
S

中
市
役
所
本
庁

惜
別
閉
山
門
田
耕
恒
で
受
品
慌
で
き
な
か
っ
た
方

。
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

V
悶
時

6
R
M
臼
(
臼
)
午
前
8

時
加
分
受
付
(
市
民
体
育
館
〉

V
穂
良
一
般
男
・
女
4
人
判
例
〈
登

録
は
7
名
ま
で
)

V
参
加
賞

1
チ
i
ム
1
0
0
0

内V
織
。
し
込
み
ハ
グ
キ
に
チ

i
ム

名
、
代
殺
者
の
住
所
、
氏
名
、
耕
地
鵠

番
号
、
参
加
者
の
法
名
を
明
記
し
、

6
月
四
日
〈
丹
、
必
懇
)
ま
で
に
我

孫
子
1
6
8
4
教
育
袋
民
会
体
育

掠
へ

り
見
渡
手
当
一
が
受
け
ら
れ
な
い
被

用
者
〈
臨
民
年
金
以
外
め
公
的
年

金
に
加
入
し
て
い
る
方
)
で
、
特
例

給
付
所
得
斜
線
米
満
の
方
が
設
当

』
F

袈
1

所
畑
抑
制
限
銀
護
額

平
成
3
年
度
計
銃
器
定
期
検

識
を
よ
衰
の
通
り
行
い
ま
す
め

で
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
検
殺
を
受
け
ず
に
計

妓
器
を
商
取
引
な
ど
に
器
用
し

ま
す
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
総
泣
く
だ
さ
い
。

V
対
象
針
置
器
を
取
引
や
絞

璃
な
ど
に
使
用
し
て
い
る
総

窓
、
工
場
、
補
腕
、
学
校
、
宅
配

取
次
活
等

V
持
参
す
る
も
の
針
最
器
、

務
部
鋳
査
の
瞭
交
付
し
た
窃
鱗

繋
{
押
印
)
、
検
査
手
数
料

V
問
い
合
わ
せ
市
畏
生
話
線

。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
講
習
会

v
a時
6
月
四
日
(
水
)
、
日

臼
(
土
)
、
四
日
{
水
)
午
前
日
山
時

か
ら
正
午
(
参
加
無
料
)

V
場
所
潟
花
会
中
央
公
開

。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
・
・
パ

i
ド
・
ゴ
ル

フ
鵠
沼
会

V
B時

6
月
四
日
(
水
)
、
日

B
(土
)
、
山
山
口
同
(
水
〉
午
前
日
凶
時

か
ら
正
午
(
参
加
終
料
)

V
場
所
布
悲
痛
公
開

閣
制
問
い
合
わ
せ
い
ず
れ
も
体

育
譲
位

1
1
5
1

し
ま
す
。
な
お
、
取
鏡
子
続
き
は
児

抵
手
当
と
間
同
じ
で
す
。

丹一
《
H
V
一

ハ

リ

『

ハ

U

-

n

U

叩

n

u

《
H
v
m
《
け
》
一
《
け
v
-
n
H
v
m
n
H
V

《
H
V
m
ハ
H
V
一

ハ

H
V
一
ハ
け
v
m
《
H
V

，
剛
，
明
，
-
，
-
，

ハH
V
m
A
U
m
A
U
-
n
u
-
n
H
V

Q
U
叩

n
v
m
R
υ

一
作
品
開
£
U

Rυω

。，u一
向

J
M

害実会

加算

h
F
袈

2

各
機
拙
除
額
袈

税率、課税限度額
を据え置きます
悶
保
税
の
給
付
は

ロ
鹿
振
替
で

国民欝康保険説

欝
認
鍛
康
保
険
税
め
納
付
は
ロ

援
振
替
で
お
願
い
し
ま
す
。
口
組

版
替
は
納
付
予
絞
め
煩
わ
し
怒
会

脱
減
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
制
川
余

附
悦
潟
を
確
認
し
て
お
け
ば
納
期
門
口

忠
れ
も
あ
り
法
せ
ん
。
ま
た
、
多
く

の
方
が
口
…
出
版
称
を
利
簿
す
る
こ

と
で
、
納
付
跡
内
認
事
務
め
一
前
処

理
が
可
能
と
な
っ
、
事
務
総
伐
の

節
減
に
も
役
立
ち
ま
す
。
日
掛
挺

撚
め
手
続
診
は
、
市
内
に
本
・
文
惑

の
み
め
る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
挽

く
)
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
臨
保
年
余
課
保

険
税
部

市
街
化
区
域
内
胤
地
に
探
る
画
定
a

資
産
税
お
よ
び
都
市
計
際
税
に
つ

い
て
は
、
昭
和
訂
年
以
降
縦
税
め

適
正
化
措
位
〈
農
地
の
宅
地
議
総

税
)
が
築
総
怒
れ
て
き
ま
し
た
。
平

成
3
年
度
も
、
新
た
に
適
用
と
な

っ
た
農
地
や
地
問
岡
市
総
更
な
ど
で
農

地
と
な
っ
た
土
地
が
糠
杭
の
適
正

化
措
絞
め
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ

め
樹
践
は
、
一
定
要
件
会
的
加
え
、
後

期
営
膝
織
統
め
意
思
の
あ
る
者
に

対
し
て
申
告
柵
粧
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
、
市
長
が
総
ん
施
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
宅
地
波
観
税
と
経
治

市
の
間
部
民
龍
康
保
険
会
計
は
非

常
に
践
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

や
事
務
的
効
山
中
化
な
ど
に
よ
り
、

平
成
3
年
度
試
儲
民
館
康
保
険
税

め
税
率
、
課
税
問
問
成
制
殺
と
も
に

錦
之
絞
き
ま
す
。
な
お
、
問
州
民
縫
燥

機
関
都
撲
を
他
全
に
運
営
す
る
た

め
に
は
、
傍
さ
ん
か
ら
の
保
関
税

が
霊
裂
な
対
総
と
な
り
ま
す
。
保

検
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
平
成
3
年
波
留
民
縫
康

保
検
税
の
納
期
臨
日
は
下
表
め
と

お
り
で
す
。

説
課
税

予
す
み
ち
の

な
お
、
応
報
m
b
月
1
臼
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
こ
の
制
度

は
平
成
4
年
度
以
臨
時
絡
み
ん
と
な
り

今
年
絞
め
申
告
は
、
次
の

り
受
け
付
け
ま
す
の
で
申
告
併
慨
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
手
続

6
R
m
w
m
M
{土
〉
ま
で
に

「
長
期
営
袋
綴
続
燥
地
郡
斑
申
告

撚
」
を
農
業
委
員
会
へ
撒
出

※
す
で
に
長
期
営
操
縦
絞
殺
絡
め

、
る
場
合
は
取
匂

vm崩
窓
事
情
明
長
期
営
農
継
続
農

地
抑
制
震
蕗
止
後
の
市
街
化
器
域
的
批

地
め
課
税
は
「
宅
地
化
ず
る
農
地
」

と
J
開
会
す
べ
き
設
地
」
に
ほ
分
ち

れ
、
「
喝
地
花
す
る
燥
地
」
は
宅
地

放
課
税
へ
、
「
保
全
す
べ
き
農
地
」

は
生
産
総
地
訟
に
務
づ
き
一
毅
農

地
並
課
税
へ
と
移
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
に

よ
っ
て
盟
定
資
産
税
の
滅
鰍
宏
、
つ

け
た
り
、
行
為
の
制
限
が
付
さ
れ

る
こ
と
が
わ
り
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
鯨
税
課
土
地
調

査
係
宮
(
部
)
1
1
1
1内
線
3
3

Q
》
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保
健
セ

ン
タ
ー
で

湖
北
ム
ロ
?
の
ほ
訪
日
間

〈
湖
北
駅
鶏
口
徒
捗

2
分〉

岱
〈
訂
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1
1
3
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し
あ
わ
せ
学
毅
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3
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ら
3
時
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V
持
参
ほ
子
健
康
予
級
と
涜
記

用
具
は
毎
回
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出
1
日
出
は
パ
ス
タ

十ペル

1
枚
。
第
4
留
は
さ
ら
し
布

1
5
0
m
位
、
糸
、
針
、
ハ
サ
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歯の衛生週間

(
3
i
6
か
月
期
、

Q
w
j

uか
月
用
)
を
利
用
し
、
医
療
機

関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

4

『
青
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彊
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30日

6
R
4
日
か
ら
叩

B
ま
で
拾
の

儒
生
退
問
で
す
。
あ
な
た
の
泌
は

が
ツ
シ
リ
派
そ
れ
と
も
ど
カ
ピ
カ

設
で
す
か
。
歯
み
が
き
の
目
的
は

吋
織
の
消
櫛
」
お
よ
び
「
術
開
ぐ
さ
め
?

ッ

効

栄

の

あ

が

る

品
開
み
が
き
の
聡
想
は
、

3
・
3
・

3
方
式
と
い
わ
れ
て
い
る
3
食
後

の、

3
分
以
内
に
、

3
分
間
以
上
九
階

C
G桜
町
慨
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼

児
(
対

V
時
間

時
部
分

V
持
参

母
子
健
綾
子
綴

4

『
ツ
反
及
び
判
定
自

C
G
g程

8判

C 

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ー
鵬
6
か
月
施
鶴
榔
減
給
資

一
的
制
幽
例
会
身
に

な
時
期
で
す
。
健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
も
う
1
度
母
親
、
父
親

の
役
割
を
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

V
持品
V予

防
接
麓
は

医
穣
機
関
で

次
の
予
防
接
種
は
密
療
機
能
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

ン

グ

!

の

吋

い

。

な
お
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
や
麻
山
ゅ

の
予
防
接
税
を
受
け
る
際
、

M
M

R
(新
三
種
混
合
“
"
"
"
"
"
"
麻
疹
、
民
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
)
を
希
望
す
る

方
は
阪
締
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ah' 
J
 

す。
よ
く
あ
る
吋
朝
、

め
l
匝
き
り
」
と
い
う
の

の
健
康
を
考
え
る
と
あ
ま
り

も
不
十
分
℃
す
。
定
期
的
に

の
健
焼
絵
断
を
受
け
ま
し

、っ。マ
問
い
合
わ
せ

官

(

肝

)
1
1
3
1

歯
ブ
ラ
シ
(
大
入
用
、
子
供
用

条

1
本
)

G 定

あ
な
た
の
食
事
、
野
菜
は
足
っ

て
い
ま
す
か
。
せ
い
も
の
を
と
り

す
V

ぜ
て
い
ま
せ
ん
か
。
食
事
の
カ

ロ
リ
ー
チ
ェ
ツ

ι
h
v
 

J
t
 

必
要
な
方
も
お
気
経
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

V
申
し
込
み
屯
話
予
約
(
臼
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

4

部
分
の
血
流
が
少
な
く
な
る
と
め
は
滋
カ
に
よ
り
ぬ
の
…
?
の
方
号
の
だ
か
ら
い
と
決
め
つ
け
る
の
…

…

健

康

メ

モ

@

法

い

や

ま

く

ら

み

が

資

家

が

ろ

う

と

し

ま

す

が

、

こ

の

と

診

も

淡

ち

が

い

で

す

。

裂

均

一

て
ま
た
、
脳
へ
の
鼠
裁
は
右
お
2

俄
蹴
な
人
で
は
口
一
会
出
品
郡
長
同
法
制
脳
縦
割
、
掛
型
紙
、
心
続
安
不
…

一
棋
に
な
っ
た
り
躍
っ
て
い
る
本
の
内
瓶
一
動
脈
と
斐
同
一
務
総
に
よ
し
、
脳
の
虫
品
拡
張
し
て
総
へ
献
誠
一
脈
、
心
筋
…
松
山
捨
て
会
段
、
可
…

一
と
き
に
急
に
立
ち
上
が
る
と
、
り
送
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
立
の
血
流
低
下
を
誓
t
ま
す
。
の
病
気
(
内
耳
炎
、
メ
ニ
エ

i
ル
…

…
フ
ラ
フ
ラ
し
た
り
自
が
窃
っ
た
ち
く
ら
み
に
関
係
す
る
の
は
著
し
か
し
、
年
を
と
る
と
こ
的
仕
掛
)
と
い
っ
た
病
気
が
量
二

一

り

ひ

ど

い

と

き

に

は

自

の

前

が

、

場

合

が

あ

り

ま

す

。

…

…

モ

授

な

り

失

神

す

る

こ

と

.

，

:
V
I
l
-
-
h
F

剛

f

'

h

z

h

申
名
、
向
凶
器
殺
の
奪
三

ョ
ド
問
者
}
〉
一
y
r
p
と
〉

4
ノ

…

が

あ

り

ま

す

。

こ

め

よ

う

な

披

止

勾

議

む

αず

一

色

く

巴

あ

質

的

で

し

去

く

ら

み

率

…

一

法

年

を

と

る

返

っ

て

多

く

欄

〈

J

5

2

〈

欄

1
・

4

輸

〈

こ

し

た

り

、

震

ま

護

士

一

手

り

れ

る

よ

う

な

り

ま

す

。

が

川

誌

で

立

ち

く

ら

み

を

亭

}

一

一
〈
立
ち
く
ら
み
の
仕
組
み
v

動
脈
で
す
。
こ
の
受
付
一
路
紙
が
硬
組
み
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
が
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
一

一
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
め
に
佑
し
た
り
蓄
の
竹
め
変
形
に
よ
り
多
い
の
で
生
況
が
惑
く
な
る
、
す
う
な
立
ち
く
ら
み
が
絞
く
と
き
一

…
特
に
泣
き
?
を
す
る
の
居
泊
怒
れ
た
り
、
主
が
抵
下
し
な
わ
ち
去
く
ら
み
が
起
こ
り
ゃ
は
日
中
日
に
震
の
診
察
そ
受
け
一

…
は
、
可
の
奥
は
あ
る
一
一
一
男
統
一
汁
て
胤
流
が
少
な
く
な
る
と
立
ι

ち

く

す

〈

な

り

蕊

て

る

よ

う

心

し

ま

し

ょ

う

G

一

…
と
こ
れ
は
つ
な
が
み
議
総
神
秘
ら
み
が
脇
谷
ま
す
。
〈
立
ち
く
ら
み
を
警
}
す
構
気
〉

V
問
い
合
わ
せ
裁
判
郁
子
市
臨
一

一

や

小

脳

な

ど

で

て

こ

れ

ら

の

…

誌

に

立

ち

上

が

る

と

議

若

く

ら

み

は

「

年

を

と

っ

た

削

会

竺

怒

5
5
2
5

…

精
神
衛
生
相
談
一
日
ジ
幸
翌
日
時
一
肩
こ
り
官
設
宮
一

万

の

だ

め

川

こ

り

や

鱗

絡

で

悩

ん

で

い

る

っ

て

い

淡

人

は

い

ん

か

。

『
妊
娠
中
に
歯
が
い
ν

た
く
怒
っ
た
ち

午
後
工
砕
か
ら

1
持
部
分
)

V
対
象
妊
婦
(
初
め
て
の
ガ
)

V
場
所
保
健
セ
ン
タ
;

V
費

用

無

料

十

V
内

容

*

お

6月の日曜嶋田当番醒

該

幾

者

び

接

渡

備

制

ー
裁
の
誕
生
白
か
ら
就
学
的
ま
で
の
幼
児

(
l
間間接

持
桜
)
。

な
わ
ベ
生
後
日
ゆ
か
月
か
ら
お
か
月
ま
で
に
接
種
す
る

こ
と
が
認
ま
し
い
。

(
S
Rを
除
く
年
間
同
)

ー
畿
の
誕
ゑ
門
は
か
ら
就
学
的
法
令
の
幼
児
診

なれ持、

1
織
を
没
後
川
刊
か
月
ま
で
に
後
脱
税
す
る
こ
と

が
潔
ま
し
い

α
-矧
は

3
i
g滋
の
間
協
で

3
問
問
機

続税、

2
糊
掛
川

M
l
期
終
了
後
2
年
以
上
あ
げ
て
l
m間後

続税
u

(

器
内
乃
を
除
く
年
間
)

よ

岡本脳炎

3
先
棋
の
誕
生
白
か
ら
碗
学
部
ま
で
の
幼
児
e

ー
裁
は

l
i
2
週
間
の
間
減
で
2
g
接
滋
、

2
婦
は

糊
立
学

1
密
接
線
。

(
4
n
n
i
7
H月
〉

込ェコがつ

V
講
師
泌
科
提
訴
会

V
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ

屯
話
で
保
鍵
セ
ン
タ
ー
宮
(
幻
)

1
1
3
1
へ

棺
保
健
所
か
ら
持
す
日

綴
一
禽
刊
の
相

V
対
象
務
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
四
歳
糸
満
の
乳
幼
児
と
児
章
一

v
a時
6
R
U
S
(木
)
午
後
1

時
か
ら
2
時

V
場
所
結
保
鍵
一
昨

続
形
外
科
甑

ιよ
る
静

V
時

間

午

後

1
待
部
分
か
ら
3

時
(
受
付
・
ー
持
か
ら
1
持
部
分
)

申
し
込
み
保
健
セ
ン
タ
へ
祖

V
講
習
会
開
M

続

本

救

急
法
・
=
6月
出
i
幻
臼
、

本
蘇
金
一
法

z
・
6
月

6

1
7
行
事
氷
上
安
全
法

・1
7
月
時

i
m白
木
家

V
 

鉛
は
カ

V
策
男
教
材
料
M

稽
皮

V
資
格
義
務
教
育
課

組
終
了
以
上
の
健
康
な

方V
出
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
絞
彼
ハ
が
々
は

総
務
名
、
開
催
月
を
明

記
し
、
宇
都
千
葉
市
千
諜

港

4
の
1
5
本
十
郎
十
字

枝
子
葉
県
支
部
官

0
4

7

2

7

5

3

1
へ

vm時
受

付

午

後
1
時
間
山
分
か
ら
2
時
日
分

V
場
一
駒
市
保
健
セ
ン
タ
ー

V
持
参
母
子
健
撰
予
幌
、
肉
ブ

ラ
シ
、
日
以



(ヰ)6. 1 1991. 会=

公
(
制
問
)
?
?
1
0

公
〈
約
制
〉
3
0
5
5

合
(
時

)
T
3
?
4
1
4

2
(
訂
)
D
2
0
2

長
沼
関
係
翻
轡
県
内
一

品
工
バ
践
の
ほ
と
り
に
位
一
世
す
み

税
孫
子
市
。
今
聞
は
イ
ヂ
佼
滋
に
関

す
る
本
を
総
介
し
ま
す
の

V
審
名
*
学
習
m
凶
鑑
ふ
る
さ
と

dpmバ
招
士
一
γ
焚
絞
め
A
1
資
本
ザ
ヂ
焚

出
総
本
土
十
γ
引
制
的
め
生
態
学
牢
死

的
不
d
m
H
m
m
か
ら
本
よ
み
が
え
れ
乎

叙
m
m
ホ
よ
み
が
え
れ
手
錠
沼
の
水

*
て
が
ぬ
ま
そ
、
つ
つ
く
し
く
*
湖

仰げ吟こ
の
ほ
か
吋
予
山
氏
招
間
川
辺
め
水

…P
J巧
ベ
ラ
ヂ
賀
詔
讃
歌
写
真

集
』
な
ど
た
く
祭
ん
あ
り
ま
す
の

で
、
お
筑
犠
に
ど
覧
く
だ
さ
い
。

容
は
な
し
会

@
掛
端
花
台
分
館

ゆ
一
命
後
分
館

乙亦議第806望号

子
供
た
%
に
楽
し
い
絵
本
と
の

会
い
を
:
¥
位
や
か
な
成
長
を

i
と
い
う
思
い
を
こ
め
て
楽
し
い

お
は
な
し
ゃ
絵
本
の
読
み
さ
か
そ

そ
行
い
ま
す

G

4
歳
か
ら
9
歳
く
ら
い
の
チ
ピ

ッ
子
築
家
れ
/

V
白

山

慨

串

6
月
6
日
(

け
は
(
水
)
市
民
会
館
第
4

*
6
月
m
g
(
木
)
、
計
日

佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

V
持
関
午
後
4
・
持
か
ら
4
時
め

分

ミ
ニ
ギ
ヤ
一
子
一

。
湖
北
台
分
館

じ
油
絵
日

V
作
品
・
作
者
松
林
印
)
・

向
精
液
…
二
湖
北
会
)
、
民
家

(
F

m
γ
線
開
撲
一
(
中
間
十
一
)
、
静
物
〈
円
H
A

6
γ
寺
山
光
都
(
湖
北
山
品
、
こ
け

し
(
F

・
副
長
掛
け
別
措
一
(
中
堅
)
、

線
物
4
)
・
内
海
約
五
(
湖
北

。
布
佐
分
館

(35) よbU号(自響詩)鶴

一
市
民
一
陸
LE----L

競
技
大
会

11 
作 5IIlT市民謹上競技大会議闘
&絵

11 100M、3，OOOM、砲丸投げ(5. i 

443kg) 

200M、800M、走りj'，1i跳び

100M、400M、800M、1， 5∞Mj

だり日銚ぴ、だり板銚び、約丸 l

f交lず(5.

少年男子の部

以上

の部

;成年男子の部

40般

男子

6
R
l
門口

i
m
m

V

6

月

初

門

口

時
部
分
受
付

V
場
斯
市
民
陸
上
競
技
場
(
利

根
川
河
川
敷
運
動
会
問
内
〉

マ
出
場
資
格
市
内
筏
住
・
在
駐
輪

在
学
者
で
、
成
年
は
詔
和
山
初
年
4

月
1
門
口
以
前
に
生
ま
れ
た
方
。
少

:まをり拘銚ぴ、また併話銚

泡|ぴ、4X200M1)レ一、

|砲丸投げ(5.443kg)、

a中学業j喜子の部| .3，000M 

:l' 2匁i山 0∞0
; 学料竿3玖別Ij

長炎ミワお銚び、 絞り中高

ラたは l せを 11~ ・ 1 
ウと 、ルん持ば叶 £地ぷ客ト ; 
ン冬ゴががっしゴ 今主主与 ; 
ドとルス てたノレ E伊ミミ同軸
ゴ問フスホ歩りブ --=:r..-
ノレじで人 i く 、の c:;::事手品 : 
フで7Jでルニイ時よ F古f?"

すツ;:: ;t!'とヱドう ""iIIIfII'""" ----... 
ねブ~スはもに -刷、~
」イのトあク泣 伊- .J 
とン忍にりラく 哨

グしひrポ ま ウ ¥ ~ 
，.も

り(
}こ j

茅;
ス:、:
崎臨 ...."" 

..，.‘ 
守ヨ ! 
、、~

ド)
が 会 だ参つ大場の ; 
、悶「つ力11 ""会し一向;

V と政乏貨当人足長芸雲 j
{-\こ丈~:辺;てに 2 11すE続可 11が，.= ~;:;1 I;tl::'" j;'~~ [~tJ 
袈欲内定!品 8 {I'. 1弘:}'1! n ~Wf 

註-t-;:''''''-t[1 0 は JJ券 Vλ に成
みえ日II市 チ会し援策さ
せずt1 で !関 fこ 'τ おれ
てし{;)行 ム大実的大た
いたん:t? "f'会館年会ば

し、 lケオ1. 67 ~こ:をもに:カ主
ですみ や;もも同出り

100M、返り中高跳ぴ

100M 、400M 、一定 IJ お ~jt V' 、

走り綴li!sぴ、砲丸投げ(4.0kg)

i縫図 ステーション翁 | a 主義 見時 待問(午後)

5 
i県 小番手ITJ. IJI 谷公以 1:30-2‘10 

水 湖l 菊? 本 :t~f >1' fin 2:20-2:50 
19 

新*歪; h ら さ 1ザストア.;M 3・10-本00

5 
3だJ:i守*1天王子 JI! ~よ fi't公 WI 1:30-2:00 

木 . 天王 figg 1 浅野谷 3 J，;-公 i凝 2:10-2:5む
20 '(';- 111 会 i柴崎 f; 4 ひまと i刻 3:10-4:00 

7 久 守 家 j 久司ぶ;h !t ばの公 r~1 2:00-2:45 
会

21 っくし聖子 L東急シ gγ どングセンタ…ぷ 3:00-4・00

12 お 佐~務 ヲ? 年 安í~ 2:00-2:30 
水

;会 j 布佼取和会 i境f総雨近持軽々ンタ 3・00-4:00

13 
I'j III ニ i中?立機事上浴入 [J 1:40-2:20 

主主 フド l 丸率三 2京共段取扱; 2:30-3:00 

会 日11 会 a 治 iJi， ノふt偽i i主i 3:20-4:00 

車毘 戸 i綴 F' 汲燃センタ 2:00-2:40 

28 つくし野:米急‘ショッピングセンタ…災 3お -4:00 I 
;成年女子の苦5

少年女子の部

品
品
川

@ 動G醐

クラウンドゴゐフ間部会

年
は
昭
和
時
年
長
月
2
臼
か
ら
昭

和
的
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
。

V
出
場
制
制
限
1
人
2
種

B
ま
で

V
歩
加
紫
無
料

V
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
参
加
機
関
、
仲
田
所
、
氏
名
、

生
年
月
段
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
ま

た
は
学
校
名
を
明
記
し
、
6
月
初

日
(
木
、
必
靖
〉
ま
で
に
我
孫
子
1

6
8
4
教
育
要
員
会
体
育
毅
岱

1
1
5
1
へ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
木
製

ス
テ
ッ
ク
ヤ
木
製
ボ

i
ル
を
打
っ

て
こ
ろ
が
し
、
中
小

i
ル
ポ
ス
ト
に

入
れ
る
競
技
。
コ
ー
ス
め
会
長
は

4
8
0
幻
江
ど
で
、
そ
の
間
関
に
国

ホ
!
ル
が
々
ッ
ト
さ
れ
る
。

阿
川
好
会
の
結
成
は
平
成
光
年
日

月
。
現
ム
仕
の
会
員
数
以
臼
名
で
、
年

齢
同
市
山
仙
川
W
蹴
代
か
ら
mw
歳
代
中
ぷ

で
。
市
内
で
は
唯
一
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ブ
ル
フ
の
チ
ー
ム
で
あ
る
。

練
抑
制
は
絡
潜
水
曜
と
土
抑
制
め
午

前
中
。
メ
ン
バ

i
お
名
前
後
が
撚

北
会
中
央
公
闘
に
銀
法
る
。
コ
:

ス
を
1
濁
す
る
と
8
0
0
μ
ほ
ど

伊
く
こ
と
は
な
る
と
い
う
。

「
ゴ
ル
フ
と
鍔
じ
側
人
競
技
な

の
で
、
随
分
の
待
問
間
に
合
わ
せ
て

線
擦
に
参
加
で
き
る
ん
で
す
。
縦

刊
で
は
コ

i
ス
を
3
1
4
罰
法
わ

リ
織
り
ま
す
刊
は

V
有
料
で
中
小
ぷ
刈
人
形
(
一
一
一
段

鎧
飾
り
セ
ッ
ト
ほ
か
)
〈
小
野
校

(
お
〉
1
8
0
4〉

V
無
料
で
*
ベ

V
M
i
ベ
ッ
ド

〈
築
件
程
{
U
W
)
2
0
5
4〉

nu
織
っ
て
く
だ
さ
い
1

e
*
穂
ち
ゃ
ん
用
品
用
具
〈
向
山
雷

同

(
u
m
)
9
0
7
7〉

V
取
し
込
A

J

述
絡
先
へ

茨
城
県
水
機
滋
市
♂
め

V
場
所

す
な
ろ

V
対
象
市
内
小

路
し
、
学
校
へ

で
い
る
児
説
、

学
校
生
活
に
な
じ
め
ず
学
校
に

げ
な
い
人
拾
い
ま
せ
ん
か
。
新

し
い
仲
間
と
キ
ャ
ン
ブ
そ
し
な
が

ら
、
新
し
い
日
分
を
発
見
し
ま
し

ト品、、ノ。

V
臼
桂

口
μ
(
土)、

V
参
加
授
無
料

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

が
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

然
、
学
年
、
古
話
得
号
、
保
絡

を
開
明
記
し
、

7
バ
S
H
(会
)
ま
で

に
栽
孫
子
1
6
8
4
教
育
委
只
会

(部
)
1
1
5
1
へ

8
n
μ
訪
日

か
ら
日
以

-
間
ご
と
に
ま
わ
る

人
み
合
わ
せ
を
縫
え
て
い
る

の
で
、
会
一
以
内
問
お
の
交
流
も
自
然

と
で
き
あ
ん
で
す
。
チ
般
に
楽
し

め
る
し
、
川
出
版
に
も
い
い

と
マ
一
次
さ
ん

n

0
5
3
2
 

難句
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染 谷 果 径 選

出
総
え
見
て
帰
れ
ば
こ
こ
も
国
植
え
か
な
前
回
は
る

ふ
る
さ
と
の
織
の
ひ
ろ
さ
や
桝
め
花
氏
賞
久
子

泌
上
り
に
様
く
ず
し
聞
く
タ
総
壁
谷
千
繭
子

幻
傘
さ
し
見
返
り
構
会
鍛
り
返
る
雌
間
八
ず
み
J

病
身
の
裂
に
撚
ひ
さ
し
棟
め
坂
公
チ
孝
一
樹

万
繰
め
真
っ
只
中
や
み
ち
の
く
路
滋
老
原
千
代
子

減
脇
墜
の
初
夏
の
や
/
べ
め
紙
に
乗
り
綴
回
ま
谷

川
間
一
品
る
高
庇
線
や
初
燕
山
間
中
良
弘

山

町

ぼ織
り
竹
中
一
み
れ
ら
れ
た
る
肉
刷
機
織
新
堀

鉄
山
綿
花
ど
の
受
先
も
情
持
つ
山
崎

恭
一
漁
業
足
ふ
み
と
ど
め
見
送
り
ぬ

ほ
の
心
内
務
さ
し
気
め
す
る
前
代
で

山本箆太滋

出
の
而
隣
る
氷
山
間
も
官
官
、
つ
つ
し
沼
ひ
ろ
か
っ
し
督
レ

の

ば

ゆ

一

一

一

谷

和

夫

は
で
し
な
く
拶
は
ふ
く
ら
む
郷
蛾
に
口
一
村
惜
し
み
で

恨

分

け

続

出

す

海

道

孫

子

代

子

埋
め
木
会
滋
か
し
て
冴
え
取
ナ
バ
光
を
殺
に
浴
び
つ

つ

人

的

溶

い

し

さ

木

崎

洋

子
む

一

一
一
部
内
冬
の
す
み
れ
会
机

ι閉
山
き
て
利
け
ば
さ
み
し

も

小

指

の

ゆ

品

川

』

ま

で

楠

藤

原

均

一
ど
ん

路
線
冬
野
路
辿
り
き
で
見
上
ぐ
れ
ば
出
瀦
あ
ま
た
純
一

耐

の

ご

と

鈴

木

綿

枝

お
め
声
め
ゃ
う
や
く
捺
へ
る
今
納
は
川
に
身
め
経
く

あ

り

村

上

道

代

た
ん
ぽ
ぽ

午
後
と
な
る
光
は
持
し
浦
公
ザ
刊
の
ひ
と
花
冴
ゆ
る
芝

生

の

上

に

染

谷

新

一

階
的
心
ひ
た
り
見
つ
め
る
殺
が
仰
の
予
約
せ
し
あ
と

い

た

は

り

予

を

添

ふ

笈

判

官

部

側
悦
と
悦
h
d
た
る
総
め
八
丞
桜
わ
が
川
心
散
る
亡
夫

に

伊

川

場

千

鶴

子

， . 

r
h
a
 

ナ屯
i 話

ヂおし
裁て
Lt く

沼、だ

rIi吊r1i さ
で 10.い
受生ぷ
iす J活了L
付 J札口
iナ ;i)苦コ

てまを!

い
ま
す

G

V
コ
ー
ナ
ー
利
関
川
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
持
、
協
気
製

品
、
自
転
市
?
な
ど
の
8
鰐
雑
貨
生
け

の
耐
久
仙
川
内
H
M
m
り
ト
氏
如
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
版
い
ま
せ
ん
。

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
諜



第806警

J
R成
mm
線
の
搬
北
叡
南
口
か

米
へ
線
路
沿
い
を
多
い
て
約
初

分
は
ど
に
、
ロ
究
以
内
閣
税
指
自
治

会
が
あ
る
。
(
右
鵠
品
物
照
)

昭
和
昨
年
に
入
岩
が
開
始
怒

れ
、
閉
山
特
に
自
治
会
も
発
足
。
会

以
数
は
お
世
帯
。
ほ
と
ん
ど
が
サ

ラ
リ
!
?
ン
数
帯
で
あ
る
。

会
一
般
の
長
谷
川
川
和
枝
さ
ん
は
じ

め
役
以
の
方
々
に
浅
治
会
の
縦
一
十

を
持
っ
た
。

「
こ
こ
は
閉
山
柏
も
少
な
く
、
買

い
物
心
出
か
け
る
の
が
少
々
不
便

な
ん
で
す
。
毘
地
3
織
が
立
ち
、

そ
の
う
ち
の

2
織
は
市
営
住
宅
に

な

っ

て

い

問

地

1
棟
の
小

一令=
{/j. 

議(5) 1991. 6. 

恥
附
「
広
治
会
結
成
四
時
直
定
期
治
一

舗
一
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
と
の

酪

れ

b
u也
大
切
叫
じ

?
i
?
?

さ
な
自
治
会
で
す
か
ら
ま
と
ま
り

は
い
い
ん
で
す
よ
。
自
治
会
発
足

以
米
行
っ
て
い
る
自
治
会
内
め
定

期
的
婦
は
、
現
夜
間
月
で
与
え
u

回

程
度
行
い
、
主
に
口
u
附
臼
の
顎
円
い

い
ま
す
が
、
会
民
の
認

ン
グ
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ブ
ェ
ス
一
ア
ィ
バ
ル
を

n
b
月
四
日
(
臼
)
に
市
民
会
館
で

山
間
抑
制
し
ま
す
。

ゲ
ス
ト
円
い
は
、
今
年
2
月
に

メ
ジ
ャ
ー
デ
ピ

4
1を
来
た
し

た
地
元
出
身
の
「
レ
デ
ィ
ー
ス
・

ル
ー
ム
」、.

〕
述
結

く
だ
さ
い
。

※
一
ア
;
ブ
税
指

有
り
、
デ
モ
テ

i
ブ
念
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

V
申
し
込
み
・

問
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課

世
(
部

)
1
1
S

1

へ

と
ん
ど
が
続
開
観
的
に
参
加
し
て
く

れ
ま
す
。
ふ
だ
ん
綴
そ
A

合
わ
せ
な

い
近
所
め
方
々
と
の
交
流
の
場
に

も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
む

消
川
仰
は
、
向
山
地
の
ほ
か
関
川
辺
の

科
門
神
社
や
公
州
酬
の
務
刈
り
な
ど

企d

可
均
等

3
Rに
建
て
ら
れ
た
日

一
芳
箆
地
集
会
所

情。

吋 W九

も
行
い
、
地
域
の
ガ
々
と
の
ふ
れ

あ
い
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
行
事
は
特
心
わ
り
ま

せ
ん
が
、
今
年
内
災
以
続
法
大
会

を
開
く
こ
と
そ
役
以
会
で
決
め
た

ん
で
す
。
認
窓
を
出
し
た
り
、
殺

締
り
な
ど
を
予
定
し
、
子
供
た
ち

は
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
α

ま
た
、
昨
年
3
丹、

団
地
内
に
築
会
所
が
完
成
し
、
自

治
会
の
総
会
や
お
年
締
り
の
恕
の

場
と
し
て
科
附
加
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
の
繰
越
は
、
団
地
内
心

総
難
問
m
救
助
袋
が
な
い
こ
と
で
す
。

現
在
、
燥
に
設
一
蹴
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
審
議
し
て
い
ま
す
。
」

V
会
蹴
判
長
谷
川
川
和
枝
日
党
1

3
2
の
3
の
2
0
3

制

ヴ

坑

'
d

・

ず

、

東

南

ア

J

ザ
ブ
等
も
ふ
く
め
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
「
海
上
の
一

…
r
針
。
こ
，

tnu=FJ

一

-
T軍
事
S
L

宮
山
文
ハ
詩
誌
も
さ
ら
に
続
け
て
遮
」
を
め
ぐ
っ
て
'
で
は
、
谷
…

ほ
し
い
い
と
結
び
ま
し
た
。
川
氏
を
コ
!
デ
ィ
ネ

i
タ
!
、
刊

一

昨

年

会

、

霊

話

連

か

に

ふ

ざ

け

ま

し

た

。

参

加

区

市

釘

-

語

審

で

は

、

我

紘

一

部

(

京

都

大

審

議

二

…

第
4
翻

柳

田

園

田

刀

ゆ

か

り

サ

ミ

そ

し

て

大

正

刊

誌

人

一

九

二

ご

孫

子

市

か

ら

は

4

現
代
「
郷
土
研
献
宮
町
議
光
女
学
院
大
教
一

一
ッ
ト
が
我
孫
子
市
名
懇
で
一
月
、
習
は
初
め
て
沖
縄

Z

F

S

ア

と

し

て

、

需

闘

技

)

議

議

-

雲

女

子

大

…

…

開

催

さ

れ

た

こ

と

は

起

き

新

を

踏

み

ま

し

た

。

こ

の

掠

め

諮

獄

事

義

一

説

明

、

学

ん

だ

試

み

を

紹

介

教

授

)

体

制

縮

問

(

東

京

水

綴

~

…

し

い

と

こ

ろ

で

す

。

今

年

も

第

は

大

長

年

記

廷

闘

小

認

と

し

、

「

捌

毘

め

議

し

た

郷

土

研

究

大

教

校

)

め

岳

民

会

パ

ネ

ラ

i

…

…

5
四
サ
ミ
ッ
ト
が

5
月

一

川

・

認

し

で

ま

と

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

さ

を

現

代

に

縦

塾

す

今

っ

、

え

で

、

縫

に

川

市

の

翠

て

考

古

学

、

神

…

一

日

、

沖

純

貼

窓

会

滋

の

平

良

市

話

研

究

、

民

託

研

究

の

立

場

か

…

…

で

間

引

け

れ

ド

の

か

か

第

5
囲

柳

田

男

ゆ

か

り

サ

ミ

ッ

ト

註

計

十

日

間

話

…

…

わ

り

は

、

明

治

中

期

の

探

検

家

が

な

さ

れ

ま

し

た

。

一

一
で
青
森
県
出
身
翠
議
号
、

i
「

海

上

の

道

い

を

め

ぞ

っ

て

平

東

市

会

場

|

第

2
2
2長
会
識
で
…

一

雲

仙

初

年

め

沖

総

の

様

子

を

者

は

か

ザ

チ

づ

く

り

・

ム

ラ

お

こ

一

…
し
た
「
南
烏
探
検
」
を
読
ん
だ
ら
に
沖
縄
の
肱
カ
に
ひ
か
れ
た
柳
の
す
ぐ
な
島
々
の
儲
鑑
ゑ
誌
が
多
く
そ
れ
に
撹
わ
る
か
が
大
切
し
々
を
ア
|
7
に
一
年
誌
の
報
…

一
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
鶴
男
泣
田
川
川
、
そ
の
挽
年
に
沖
縄
・
箪
似
た
。
機
密
に
よ
っ
て
勝
か
れ
た
沖
で
、
そ
れ
を
つ
き
つ
め
て
い
、
え
ば
、
皆
、
と
今
後
の
展
認
を
紹
介
し
、
…

一
歳
の
時
で
て
ま
た
宮
古
か
ら
を
控
だ
い
し
た
日
本
人
の
揺
絡
に
純
へ
の
認
は
、
法
た
沖
縄
の
知
識
郷
土
あ
る
い
は
地
域
社
会
り
住
民
勢
苦
手
品
サ
ミ
ッ
ト
支
二

…
初
め
て
米
京
・
帝
大
に
学
び
、
総
つ
い
て
の
ロ
マ
ン
に
み
ち
た
披
説
人
が
本
土
と
め
結
び
つ
き
を
探
め
が
ま
ず
第
一
で
み
あ
っ
て
、
そ
う
し
場
を
「
海
上
の
道
」
初
発
の
地
、
…

…
出
叱
例
化
日
決
議
務
省
心
勤
め
を
「
海
上
の
議
」
〈
昭
和
翌
十
刊
)
る
越
で
も
あ
っ
た
。
」
と
力
説
し
、
た
考
、
え
方
は
~
立
ぷ
号
{
つ
，
ゼ
て
我
孫
子
市
史
吋
必
締
ツ
子
引
ナJ
の
実
め
歌
」
の
生
宰
斗

一
た
比
嘉
叫
財
悶
定
を
は
じ
怜
い
仲
判
の
な
か
℃
機
開
し
ま
し
た
。
「
沖
縄
の
発
見
は
ね
M

本
淀
川
間
学
に
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
グ
市
民
参
加
た
愛
知
県
総
銭
前
で
潟
協
す
る
…

一
学
め
父
と
い
わ
れ
た
砂
紛
争
制
今
年
一
は
そ
の
沖
縄
の
位
以
か
ら
叩
と
っ
て
最
大
の
瞬
端
的
事
件
だ
と
の
術
史
づ
く
り
。
が
生
法
札
、
現
こ
と
を
満
場
一
製
品
出
品
し
、
一

一
等
か
ら
沖
総
の
話
を
関
長
円
、
、
伊
年
、
「
海
上
の
道
」
出
版
印
字
に
あ
柳
聞
は
繋
っ
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
在
に
至
っ
て
い
る
・
:
。
い
と
報
告
し
鰐
S
総
?
ミ
ッ
ト
を
開
閉
会
し
ま
…

…

婆

工

主

松

山

と

か

ら

も

影

響

た

り

ま

す

。

が

単

な

る

イ

ベ

ン

ト

は

仙

台

せ

ま

し

た

。

し

た

。

(

市

史

編

さ

ん

窓

…
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愛
知
環
境
庁
長
官
手
賀
沼
を

上
視
察

お
わ
び
れ
こ

沼
由
知
事
か
ら
沼
の
水
禁
浄
化
等

5
項
目
を
瞭
曙

S
月
M
H
(
火)、

地
庁
長
官
が
市
会
…
制
札
、
手
交
沼

を
船
上
視
総
し
申
申
し
た
。

長
官
が
市
を
訪
れ
た
の
は
4
年

市
民
会
館
寸
手
柳
川
泊
の
現

状
に
つ
い
て
説
鴨
を
受
け
、
席
上
、

沼
田
知
事
は
、
北
千
葉
導
水
準
識

の
早
期
完
成
や
公
共
下
水
滋
卒
業
、

沼
の
水
質
冷
佑
な
ご
6
現
自
に
わ

た
る
諜
情
離
を
手
渡
し
、
固
に
補

争
諌
樽
寄
令
官
手
応
桟
拶
を

泊
す
る
閥
抗
食
器
給
よ
か
ら
盟
T

4

・
賀
端
会
視
諜

給
食
等
の
増
額
を
訴
、
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
の
臨
・
然
・

市
誠
会
議
員
約
部
人
と
船
上
か

ら
千
賀
沼
を
続
的
訳
。
水
函
に
JグN
 

ス
が
袖
沸
仰
き
出
て
い
る
織
立
子γ
や
英

燦
に
掲
戚
か
ら
小
す
ヲ
く
い
よ
げ
.
ら句

れ
た
へ
い
ド
「
門
口
?Mどゐ

佼
…
管
綴
は
、
出
階
鳥
類
研
究
所

で
記
者
会
見
を
し
、
「
沼
の
汚
れ

は
ひ
ど
い
が
、
路
辺
の
環
境
は

す
ば
ら
し
い
。
督
、
著
名
な
文

化
人
が
静
裂
の
場
と
し
て
予
知
汎

泊
四
周
辺
に
住
ん
で
い
た
蝶
子
が

う
か
が
え
た
忽
招
を
き
れ
い
に

し
よ
う
と
す
る
地
元
の
熱
波
に

応
え
る
よ
、
つ
今
後
も
努
力
し
た

い
」
と
話
し
て
い

開
館
1
年
が
過
vr
、

数
も
ロ
万
人
会
部
え
た
為
の
博

物
館
で
、
♂
め
ぴ
こ
烏
だ
よ
り
L

〈
写
真
〉
が
創
刊
さ
れ
好
評
明
、
ず
の

こ
の
た
よ
り
は
、

ッ
ト
第
一
呂
田
出
は
、
谷
川

館
一
氏
の
記
念
講
樹
、
民
mw謀
総

区
市
町
村
報
告
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

郷
土
物
脱
会
は
じ
め
各
種
展
一
部
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
鋸
さ
れ
ま
し

た
。
記
念
講
演
の
中
℃
谷
川
氏
は
、

「
そ
れ
ま
で
日
本
の
学
問
は
す
べ

て
中
間
や
斡
鮮
な
ど
大
睦
日
向
っ

て
い
た
。
柳
沼
め
民
需
だ
け
が
磁

あ

れ

聞、
丸"

れ

の
こ
と
を
も
つ
っ
て

も
ら
お
う
と
、
博
物
館
磯

良
の
予
作
り
で
今
年
4
月

に
刊
行
。

8
5絞
8
ペ
ー

ジマ、

」
と
の
お

に
附
附
す
る
話
題
を
メ
イ
ン

に
、
烏
の
生
議
や
質
問
コ

i
ナ
|
、
お
の
持
物
館
情

報
な
ど
で
、
小
・
中
学
生

に
も
わ
か
り
や
す
く
密
か

れ
て
い
ま
寸
。

博
物
館
で
は
、
こ
の
た
よ
り

受
付
は
絞
冬
、
米
鎧
考
は
闘

に
持
っ
て
い
っ
て
も
ら
う
ほ

か

、

市

内

の

小

'

へ

も

配
布
し
て
い

烏
の
博
物
館
で
来
舘
者
に
配
布

「
あ
び
こ
鳥
だ
よ
り
い
を
飽
刊

小
糠
勝
夫
さ
ん
に
以
官
民
齢

郷
土
史
の
研
究
に
大
活
な
評
価

コメ
i
ベ
ル
文
化
対
い

は
郷
土
史
家
の
小
銭
蹴
紛
失
さ
ん

(
討
議
、
本
町
)
が
瀦
ば
れ
、

4
R

U
B
柏
市
教
育
…
制
祉
会
舘
で
受

賞
式
が
一
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
立
は
、
民
訟
の
「
ヌ
|
ベ
ル

文
化
誕
興
会
」
(
漣
営
議
災
長
砂
川

七
郎
氏
)
が
主
催
し
、
米
潟
地
域
の

文
化
的
向
上
と
発
展
に
寄
与
し
た

人
(
団
体
)
に
総
ら
れ
る
も
の
で
、

市
内
で
は
、
小
仇
摘
さ
ん
が
初
め

て
の
受
付
門
。

小
熊
さ
ん
の
幅
広
い
社
会
文

佑
活
動
は
学
生
も
の
長
さ
に
わ

た
り
、
投
鶴
子
の
郷
土
史
研
究

に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

ま
た
、
地
元
の
市
史
織
さ
ん

卒
業
や
文
化
財
保
織
な
ど
に
も

多
大
な
投
献
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
刑
制
設
の
助
成
金
同
川
市

史
研
究
セ
ン
タ

i
め
活
動
に
と

寄
付
怒
れ
ま
し
た
。

ぺ
お
山
一
び



(6) 

てご地開
松くし¥92による彼害から松林を

守るだめ、 E薬剤の地J二叡布を行い

き去す。叡干行区減周回の方は、飯干行中

恕夜間め純潔物{まニ子さないよう|こ

してくださ5い。

炉開持 6持 68(木〉午器g時か

4持議さまで〈穏夫、強箆出場

合は 781こ11震延〉
静脈叡字路区滋 nJ醤住宅東我孫子日

の璃倒錯林と磁発戸市民の森揺稼

砂隣い合わ官公窓緑地課

i醐楠話機
砂臼時・場所 6伺13日〈木〉午前

叩時から午後4時、東葛飾支庁〈松

戸駅策口下室長徒歩5分〉

炉問い合わせ祭暴力国造恕祭民

会議事務題まま0472(54)8930

事⑧@⑧⑧
。八ツモ手グループ様からさ手をつな

ぐ殺の会にと 5万丹の霊雲間ガあり

霊祭しだ。

。約小照沼販組合湾$部会王立孫子

支部僚から高齢者箔祉はと愛のボ

トjレ喜怒金5万5600円の寄{寸があり

診しだ。

。殺孫子酒販組合布佐ブロック湾

年お緩から簿審議祉のためiこと手行

使新緑さまつりのうヂャソティー募金

47ラ3025丹治容得1.1615りきましだ0

0模本蜜活様〈新木〉から鐙体護審

議徳社センター家渓会!こと万能敏

郎紋の窃婚がありまレ定。

。第7邸梅木さまつりにおいて市民

の万より織の募金にと 5万8469向

の翁対ガありました。

。務合…失i緩〈簿〉から社会福祉施

設猿鰯護金にと 5万円の毒性があ

りました。

くあ，~会怨内) 9お-11:30
14:00 

f 結簸翁E菜料翼手術銭センター沿∞-14:∞
伊 B望室主語告書E護mテレホンサービス
ず休日綿密税診療問諮問鱗鱗関駅市民会館内)9:話料協

同白書記ごと宇宙E質問湾市民セシターな∞~15:∞

:望号輝総F環器護謀総量∞

柳田隠さ封書普段mテレホンサービス
明。相賜l!l続開閉諸相綿齢診療所(市民会献)9:∞-11・30

6. 1 

げまま律相銀口市民栂絞室~g:∞から党主筆10名程度

開法律幸喜絞2球市E完穏喜炎窓き:∞からラモ塁審1Qg寝苦言
まrつつじ主主休愛妻

5 水 j 哨妓生還潟後誠治袋線設察側~15 ∞

"-51尊重霊祭実き栂談話市E完結談室旬:∞-15:00

ぜ5@著書き号室定お忠実き市渓センタ…9:3ひ~1 1:30

A・2塁審符芝草=実き市民t:'ンタ…9:80-11:30
a少ままの8

，不動E霊符ま提出市民稽談室10:00-15:00
・B霊童E震格E提出つつじ校10:00-11:30

1991. 

ーな∞-15:00
10:∞~句:∞
物童書体豊富

ずま手室主将雲~=rお銭怨談塗匂:00-15:00
『氷室室料金約入簸露支お常務委主司祭皇室霊喜巴

，，..霊~~a栂絞沈下笥良相談室刊:00-12・∞

nu ∞
 

蕊じつつ……
 絞格燦援金

沖

d

げ市役所開Fj'C一部の施設は除く〉

l実薬害授掛川・市場|
1ヴザ参加者1

燃では、分野の異なる中小企業

ガ、お泣いの持つ技術や市場等の

間援に劉レ経験や意見を受換する

だめのプラザを鴎濯します。

炉参加猿絡泉内中小企業者

b人策的名程獲〈無料〉

動除草殺し込み専務い合わせ 所定0)

慰霊鶏警察等(ffl麓工観光課iこ用霊祭〉そ

6悶 30泊〈自〉ぎでiこ、キ260-91

エド潔市市場開Tの 1!黒密工労働部

工熱線指導係H0472(23)2445ヘ

UJ己jL3己主
繋まちづくりシジポジウム

韓併部鍔 6地208C木〉午後 T持

》議所設器密際文化会謡

砂内容 務護費及びパネjレディスカ

ッシ.3シ

砂定演 900名〈入場無料〉

惨官級し込み島問い合わせ 電話で

熊都市部計画課怨0472(23)3166ヘ

太子会湖北支部
態築技搬及び窃了研ぎサービス

炉問時 日月 9日〈白〉午前10時か

ら午後311等 け人2了まで〉

換炉務所 よニ新コ衣替王手館

ル鶴い合わせ 密工会ままく82)3131

砂8締 6月 28(白〉午後 f

O湖北地区

砂場所湖北保湾閤〈箆泉寺〉

炉 問い合わせ飯田企(88)1373

0務孫子地区

...務所中史公民館

炉問い合わせ w本企(84)3860'

災務議場20∞本を記布予定
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lパソコン講佳生l
砂日開 6月初日〈木〉から 7J開18

臼〈木〉をまでの箆遺木建白午後 5時

30分から号鵠

...壌汚時 々コ失学続大学

炉建箆 10名〈密工業主言及びその

従幾箆そ後発、定員!こ潟支さない持

は悠綴以よこ0)一般の方も受け勾げ

をまサ〉

験受鱗料新規8000円〈テキスト、

フロッピー代会む〉、継続5000再

"'$し込み・問い合わせ 日月刊

日〈時〉までに電話で商工観光諜まま

〈85)1111内線505へ

!為政封切襲撃会議酷l
，類鰐 7月から来年3尽き安で

》滋所布佐穂近畿センター

惨受講料 T万丹、調講81こ続入

く毅材費!ぷ55U途〉

砂鰐務式 6月29自〈主〉午後?時

30分から布佐間近礎センターで

砂備し込み 6月 T巴〈工〉から市

佼間近隣センターで寝接受悶〈先

議J!際、 2講座以よの申し込み可〉

砂問い合わせ 痔センターまま(89)

3740 ※定員の40%1こ溺主主主主い務

経は立やはiこします。

"'8跨 5月27BC木〉午後 T詩30

分から 3碍〈入場無料〉

が議所プラザ・ヘイ戸ンく結部設

所総り〉

砂演幾人と鳥の共容をめざして

炉講師祭団長久氏〈財闇法人LlI

階絡網研究所所長〉

ル定員 120名(申)込み多敏の場

合抽選〉

ール取し込み・問い合わせ 5月刊

8(金、必着〕までiこ、ハガキけ枚

守名)1こ住所、氏名、電話番号な鴎

盟レ、'T277桔市新語?のおの 2

策宗室霊力機拐さき事業務総裁サービス

グル…ブ公(62)マ301ヘ

%をき ; 

J3¥在あい欝漢会参加者

15名

巳巳口口
i _コチアン箆楽自彊棄問[
|コンサート|

炉臼時 6月 2BC臼〉午後 2

時30分間演〈開場午後2時〉

砂滋i所 信民会笛〈当君主琴育〉

砂共演 仲道部代〈ピコフノ〉

診IffiEl モーツココルトf狩りJ

一、z

5露2-m4-~喜 5 土際白

19:0ト 2.∞
言語2-m4・第5金怒臼

10:∞~12:∞ 

祭2・第三穴霊望日

10:00~12・∞

E高T 第 4;反日産B

13:30~15:30 

善寺

((). 

8 

議

篠宮護|

霊祭 主筆 l

ま護 軍遺

...8持 8舟 15BC土〉からす8

〈舟〉午都知宝寺から午後 4詩 (178

lぷ午後3詩ぎで〉

砂場所イトーヨーカ堂戸ピイホ

…jレ〈我孫子駅南口〉

険入瀦料大人500円、中・高校生

200向、小学生100円

...絡し込み・艶い合わせ混中まま

く83)出75、三滞空宝(84)9579へ
認ズ糠美謡議会麗:

韓併 8持 S持 68C木〉から 98

〈沼〉午箆 g跨から午後5詩 (68

1芯午後 1tI寺から〉

砂滋所市民会箆〈入場無料〉

砂問い合わせ 鈴木ままく82)0900ヘ

j女 性合唱 聞
布佐ボビーズコンサード

砂問時・滋所 6月16日〔日〉午後

2時調灘、 ffl民会麓 ~~，"， ~了

砂入場料 700円〈全鰐自由〉

シ鱈いぜ誇智菅島歪歪(89)2117へ

14盟)ô1]~~ミ二コす一
砂日時 6f'き9日く呂〉午後t持か

ら〈入場無料、スソッ/て持参〉

ル滋所湖北台東小体湾謹

炉問い合わせ山下まま(88)1673 

斗斗斗斗
|特殊学級介朋員l
b資籍出身譲害児の教湾iこ連解

のあるお殺からお毒素むさまでお方

が人質 ?名〈男、女間わず〉

妙鈴務先市再小学校

か悲惨し込み・鱈い合わぜ 際!鷲惑

な持議舎のうえ、毅育委員会学校教

絡線まま(85)竹51へ

トみどり菌臨時職員 l

b磯獲 生活指導者宅酷震(若干名〉

惨動務持容交醤態〈建巴!こ関係

なく、夜間勤務のできる女性〉

決策金毒事 詩給針。舟〈炎遜療器途

支給〉

'祭出番類履歴霊祭

b動務先・問い合わせ 精神禁事鑓

者更生施設ゐどり器おく中隣2310)

やまもと あゃな

山本采奈ちゃん
. 1歳 2か丹)

平成3年 5月 18現在 *t世帯数39，446世帯

人口121.629入費61，079人女60，550入
さ'rお役所本庁記-1111 ゐ市民~警察鯨2容器84-竹 10 湖北台

今つ《し野支所 84-8801 分童家87…3055 手設住分館89-1311
ぬ芸鏡花台支所 88-0828 移譲書留警察鰭 87“0909
議参湖北支所 88-2111 都市改滋事務所 85-1171
め符侵支所 89-2358 身体様警察容認役センター 88-0141
誉議事攻湾祭員会 85ー竹5守 、あ ら き 喜怒 88一的88
警察泣く議題 8ヰ-01竹 一つつじ経由一0123
議接淵 開 審 84-0119 寄生活環波線〈浄化徳)87-2379
議事少年センター 84-1900 (ゴミ)87-0015(し尿)88-2547
綴保健センター 87-1131 平行使橋近隣センター 89-3740
母勢市民会館 84-33什 が天沼台ゴじ近隣センター 82-9988
校 中央公民鑓 82-0515 椴戸近燐ゼンタ-83-5363 
誉議燃の 1等物舘 85-2212 司市民センター 努83-7722 溜北

線nJ民体湾鑓 87-1155 台飴…9927 平信任89-1193

オーブン年代~~車窓大会
砂日時‘場所 6月30臼〈日〉午前

9時受{寸、市民体育館

砂穣日 30歳未満、 30歳代、 40綴

代、 50線以之の男女シングルスと

鍔女ダ ブルスけ人2穫君主主で出

壌を事〉

炉建参加焚 シングルス500~号、ダブ

ルス叩00円

惨噂し込み・問い合わせ現金轡

~で性所、氏名、参加獲患を明記し

移加惣を添えて、 5月14日〈金、;邸、

選議〉君主でに、つくし野3の 5の叩3
2g田常予定交(82)6974ヘ
1こF譲r簡炎、ネフローゼ児」を守る会
第20自記窓大会と研務会

惨日持 5時15自〈工〉午前切符か

ら午後4t1寺

紗議所 二子築市民会鍔く参弱震襲戦〉

炉内容体験発表、記愈鱗漢、質疑

応替、ミニコンサートなど

炉問い合わせ 二子葉「襲警斑、ネフむ

…12児J を守る会会長中)11公0474

UEI己]0
l慰問措鰻講醤会l
'験日時 6母15日〈土〉午需叩持

快場所湖北台中央公園集積箆本

悶〈関矢申立〉

炉問い合わせ公爵緑地採

】ふれあ w い{手賀沼の会
事禁沼飴上克き持と親水

砂8鍔 6月18BC火〉午前10持、
手演沼公鐙筏港湾5集合く参部熊料〉

炉内容 さ界箆沼と殺到皮ミ湯を箆挙

し、工と午解叡く/JI謂決行〉

炉問い合わせ B宮ままく84)6734

i家庭揺J¥I¥ドミントン大会l
砂日時 6用20臼〈木〉午前9時

ル場所市民体育館

砂緩g 間体戦 C1人で参加qf)

険診加資搭市内在住家庭婦人

...参加費 ?人900再〈連盟会員は

600月〉

砂場し込み・弱い合わせハガキ

辺住湾号、氏名、懇話番号を窃記し 8

時10岱〈持、1I)!，i遂〉までに、つくレ野

らの7のちw司和子ままく85)2962ヘ

; おおだけひろゆき

j大獄弘之〈ん
(天王台・ l歳 3か月)
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